
規

則

所得税

3,000,001円
以
上
3,960,000円

以
下

2,260,001円
以
上
3,000,000円

以
下

1,650,001円
以
上
2,260,000円

以
下

1,160,001円
以
上
1,650,000円

以
下

800,001円
以
上
1,160,000円

以
下

500,001円
以
上
800,000円

以
下

280,001円
以
上
500,000円

以
下

140,001円
以
上
280,000円

以
下

80,001円
以
上
140,000円

以
下

30,001円
以
上

80,000円
以
下

30,000円
以
下

所得税の年
3,117,

2,303,

1,632

1,078

703

403

183 70 40 15 15

福
島
県
母
子
保
健
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
七
十
四
号

福
島
県
母
子
保
健
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
母
子
保
健
法
施
行
細
則(

昭
和
四
十
二
年
福
島
県
規
則
第
五
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
を｢

(

移
送
費
の
申
請)

｣

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中｢

看
護
又
は｣

を
削
り
、

｢

養
育
医
療
看
護
料
支
給
申
請
書

を｢

養
育
医
療
移
送
費
支
給
申
請
書｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を

移
送
費

｣

削
る
。

第
八
条
中｢
(

第
十
一
号
様
式)

｣

を｢
(

第
十
号
様
式)

｣

に
改
め
る
。

第
十
条
中｢

決
定
し
、
納
入
義
務
者
に
通
知
す
る｣

を｢

決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
納
入

義
務
者
が
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ
り
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
る

場
合
は
、
費
用
徴
収
額
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
費
用
徴
収
額
を
決
定
し
た
と
き
は
、
納
入
義
務
者
に
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

｢
費
用
徴
収

別
表
中｢費

用
徴
収
基
準
額
表
｣

を｢費
用
徴
収
額
表
｣

に
、

費
用
徴
収
基
準
加
算

を

基
準
月
額
月

額
｣

｢

費
用
徴
収
費
用
徴
収

に
改
め
、
同
表
Ａ
の
項
中｢生

活
保
護
法
｣

の
次
に｢

(昭
和
25年

月
額
加
算
月
額

｣
法
律
第
144号

)
｣

を
、｢含

む
｡
)
｣

の
次
に｢及

び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及

び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
(平
成
６
年
法
律
第
30号
)
に
よ
る
支
援
給
付
受
給
世

｢
｢

帯
｣

を
加
え
、
同
表
Ｄ
の
項
中

を

平成21年７月31日 金曜日 福 島 県 報 第2102号491

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
福
島
県
母
子
保
健
法
施
行
細
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

四
九
一

告

示

○
青
少
年
に
有
益
な
書
籍
と
し
て
推
奨
す

る
件

四
九
四

○
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定

す
る
件

四
九
四

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ

い
て
意
見
が
あ
っ
た
件

四
九
五

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
り
県
が

意
見
を
述
べ
た
件
二
件

四
九
五

○
計
量
器
の
定
期
検
査
を
実
施
す
る
件

四
九
五

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件
三
件

四
九
六

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件
二
件

四
九
七

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更

の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件

四
九
七

○
土
地
改
良
区
の
清
算
人
が
退
任
し
た
旨

届
出
が
あ
っ
た
件

四
九
八

○
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
件

四
九
八

福
島
県
病
院
局

○
平
成
二
十
一
年
度
福
島
県
病
院
局
育
休

任
期
付
職
員(
看
護
師
及
び
助
産
師)

採
用
候
補
者
登
録
試
験
を
実
施
す
る
件

四
九
九

正

誤

○
平
成
二
十
年
十
一
月
十
四
日
付
け
定
例

第
二
千
三
十
一
号
中

四
九
九



,001円
以
上

,001円
以
上
6,674,000円

以
下

,001円
以
上
5,334,000円

以
下

,001円
以
上
4,173,000円

以
下

,001円
以
上
3,117,000円

以
下

,001円
以
上
2,303,000円

以
下

,001円
以
上
1,632,000円

以
下

,001円
以
上
1,078,000円

以
下

,001円
以
上
703,000円

以
下

,001円
以
上
403,000円

以
下

,001円
以
上
183,000円

以
下

,001円
以
上

70,000円
以
下

,001円
以
上

40,000円
以
下

,000円
以
下

得税額

6,270,001円
以
上

5,030,001円
以
上
6,270,000円

以
下

3,960,001円
以
上
5,030,000円

以
下

3,000,001円
以
上
3,960,000円

以
下

2,260,001円
以
上
3,000,000円

以
下

1,650,001円
以
上
2,260,000円

以
下

1,160,001円
以
上
1,650,000円

以
下

800,001円
以
上
1,160,000円

以
下

税の年額

6,674

5,334

4,173

3,117

2,303

1,632

1,078

703

,001円
以
上

,001円
以
上
6,674,000円

以
下

,001円
以
上
5,334,000円

以
下

｣

に
改
め
、
同
表
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

｣
備
考１
費
用
徴
収
額
の
月
額
は
､
納
入
義
務
者
の
属
す
る
世
帯
の
階
層
区
分
に
応
じ
た
費
用
徴
収

月
額
と
す
る
｡
た
だ
し
､
養
育
医
療
の
給
付
を
受
け
る
児
童
の
一
の
月
に
お
け
る
入
院
日
数

が
そ
の
月
の
日
数
に
満
た
な
い
場
合
の
費
用
徴
収
月
額
は
､
当
該
月
額
に
当
該
児
童
の
当
該

入
院
日
数
を
当
該
月
の
日
数
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
(当
該
額
に
１
円
未
満
の

端
数
が
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
､
当
該
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
)
と
す
る
｡

２
納
入
義
務
者
の
属
す
る
世
帯
に
お
い
て
２
人
以
上
の
児
童
が
同
時
に
養
育
医
療
の
給
付
を

受
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
､
当
該
世
帯
の
階
層
区
分
に
応
じ
た
費
用
徴
収
月
額
に
当
該
児
童

の
う
ち
当
該
月
の
入
院
日
数
が
最
も
多
い
児
童
(該
当
児
童
が
複
数
い
る
場
合
に
は
､
そ
の

う
ち
の
１
人
の
児
童
と
す
る
｡
)
の
入
院
日
数
を
当
該
月
の
日
数
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ

て
得
た
額
(当
該
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
､
当
該
端
数
を
切
り

捨
て
た
額
)
に
､
当
該
児
童
以
外
の
児
童
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
当
該
世
帯
の
階
層
区
分
に
応

じ
た
費
用
徴
収
加
算
月
額
に
当
該
月
の
入
院
日
数
を
当
該
月
の
日
数
で
除
し
て
得
た
数
を
乗

じ
て
得
た
額
(当
該
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
､
当
該
端
数
を
切

り
捨
て
た
額
)
を
合
算
し
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
｡

第
五
号
様
式
中｢養

育
医
療
給
付
申
請
書
｣

を｢養
育
医
療
給
付
申
請
書
(初
回
・
継
続
・
転
院
)
｣

に
、｢氏

名
�

を｢氏
名
(記
名
押
印
又
は
署
名
)
｣

に

年
月

日
生
｣

改
め
る
。

第
七
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第７号様式 (第５条関係)
養育医療意見書 (初回・継続・転院)

受
療
者

氏 名 男・女 生年月日 年 月 日 在胎週数 週

居住地 出生時の体重 ｇ

症

状

の

概

要

一般状態
１ 運動不安又はけいれんがある｡
２ 運動に異常がある｡

体 温 １ 摂氏34度以下である｡

呼吸器系
循環器系

１ 強度のチアノーゼが持続している｡
２ チアノーゼ発作を繰り返す｡
３ 呼吸数が毎分50以上で増加の傾向にある｡
４ 呼吸数が毎分30以下である｡
５ 出血傾向が強い｡

消化器系
１ 生後24時間以上排便がない｡
２ 生後48時間以上おう吐が持続している｡
３ 血性吐物又は血性便がある｡

黄 だ ん
１ あり ( 強 ・ 中 ・ 弱 )
２ なし

その他の
所見 (合
併症の有
無)

診療予定期間 年 月 日 ～ 年 月 日

現在受けてい
る医療

安 静 入 院 通 院
保育器の使用 酵 素 吸 入 鼻 腔

こう

栄 養 注射その他の治療

症状の経過
(具体的に)

上記のとおり診断します｡

年 月 日

所 在 地
指定養育医療機関 名 称

担当医師名 �

備考
１ ｢症状の概要｣ の欄には､ 該当する番号及び事項を○で囲み､ 必要事項を記載すること｡
２ 継続申請の場合には､ ｢症状の概要｣ の欄､ ｢診療予定期間｣ の欄及び ｢現在受けている医療｣ の欄に養育医
療を継続する必要があると認められた時点での状況を記入すること｡ また､ ｢症状の経過｣ の欄に養育医療の継
続を必要とする理由を記入すること｡
３ 転院申請の場合には､ ｢症状の概要｣ の欄､ ｢診療予定期間｣ の欄及び ｢現在受けている医療｣ の欄に転院が
必要と認められた時点での状況を記入すること｡ また､ ｢症状の経過｣ の欄に転院を必要とする理由を記載する
こと｡
４ 用紙の大きさは､ 日本工業規格Ａ列４番とし､ 縦長にして用いること｡



担当医師の意見の
と
お
り
申
請
し
ま
す
｡

上
記
の
と
お
り
申
請
し
ま
す
｡

む
を
得
な
い
理
由
に
よ

事
後
に
置
い
て
申
請
す

と
き
は
､
そ
の
理
由

移
送
を
必
要
と
認
め
た
理

由 移送 担当医師の意見

移
送
年
月
日

移
送

方
法

移
送

区
間

看
護
又
は
移
送
を
必
要
と

認
め
た
理
由

移送 看
護
を
必
要
と
す
る
期
間

移
送
年
月
日

移
送

方
法

移
送

区
間

年
月

日
か
ら
(

日
間
)

年
月

日
ま
で

上
記 やりる

告

示

第
九
号
様
式
中

｢養
育
医
療
看
護
料
支
給
申
請
書

を

｢養
育
医
療
移
送
費
支
給
申
請
書
｣

に
、

移
送
費

｣
｢

｢を

｣

｢

に
、

｣

｢を

｣

｣

に
、｢氏

名

�
｣

を｢氏
名
(記
名
押
印
又
は
署
名
)
｣

に
改
め
、
同
様
式
備
考

１
中｢移
送
費
の
支
給
の
申
請
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
､
｣

を
削
る
。

第
十
号
様
式
を
削
り
、
第
十
一
号
様
式
を
第
十
号
様
式
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
母
子
保
健
法
施
行
細
則(

以
下

｢

改
正
前
の
規
則｣

と
い
う
。)

第
五
号
様
式
に
よ
る
養
育
医
療
給
付
申
請
書
、
第
七
号
様
式
に
よ

る
養
育
医
療
意
見
書
及
び
第
九
号
様
式
に
よ
る
養
育
医
療
看
護
料
支
給
申
請
書(

移
送
費
の
申
請
に

移
送
費

係
る
申
請
書
に
限
る
。)

は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
福
島
県
母
子
保
健
法
施
行
細
則
第
五
号
様
式
に

よ
る
養
育
医
療
給
付
申
請
書
、
第
七
号
様
式
に
よ
る
養
育
医
療
意
見
書
及
び
第
九
号
様
式
に
よ
る
養

育
医
療
移
送
費
支
給
申
請
書
と
み
な
す
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

児
童
家
庭
課)

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号

福
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例(

昭
和
五
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
号)

第
十
二
条
の
規
定
に
よ

り
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
上
に
お
い
て
有
益
な
書
籍
と
し
て
、
次
の
も
の
を
推
奨
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

推
奨
番
号

名

称

制
作
者
又
は
配
給
者

備

考

一
九
二

ラ
ン

森
絵
都
・
作(

株
式

推
奨
対
象

中
学
生
、
高

会
社
理
論
社)

校
生
、
青
年
及
び
一
般

一
九
三

満
月
の
夜
、
母
を
施
設
に
置

藤
川
幸
之
助
・
詩
、

推
奨
対
象

中
学
生
、
高

い
て

松
尾
た
い
こ
・
絵

校
生
、
青
年
及
び
一
般

(

中
央
法
規
出
版
株

式
会
社)

(

人
権
男
女
共
生
課
青
少
年
育
成
室)

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号

福
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例(

昭
和
五
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
図
書
類
を
青
少
年
に
有
害
な
も
の
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

指
定
番
号

種
類

名

称

等

発

行

者

指
定
理
由
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六
五
〇
五

雑
誌

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ

Ｂ
Ｏ
Ｘ
８
月
号

三
英
出
版
株
式
会
社

著
し
く
青

２
０
０
９

Ｖ
Ｏ
Ｌ.

３
３

少
年
の
性
的

(

１
７
８
４
３
│
８)

感
情
を
刺
激

し
、
そ
の
健

全
な
育
成
を

阻
害
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
。

六
五
〇
六

コ
ミ

彼
岸
島(

ひ
が
ん
じ
ま)

二
七

株
式
会
社
講
談
社

著
し
く
青

ッ
ク

(
４
２
５
３
６
│
９
８)

少
年
の
粗
暴

性
又
は
残
虐

六
五
〇
七

コ
ミ

漫
画
ミ
ブ
ル
イ

Ｖ
Ｏ
Ｌ.

１

ミ
リ
オ
ン
出
版
株
式
会

性
を
助
長
し
、

ッ
ク

(

６
８
４
６
１
│
８
１)

社

そ
の
健
全
な

育
成
を
阻
害

す
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

(

人
権
男
女
共
生
課
青
少
年
育
成
室)

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
四
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下｢
法｣

と
い
う
。)

第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
二
十

一
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ

く
り
課
、
福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
商
工

観
光
部
商
工
労
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

い
わ
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

福
島
県
い
わ
き
市
中
央
台
飯
野
四
丁
目
一
番

地
二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
い
わ
き
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

夜
間
に
お
い
て
、
騒
音
最
大
値
の
予
測
結
果
の
一
部
が
、
規
制
基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

周
辺
環
境
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
騒
音
防
止
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

特
に
、
荷
さ
ば
き
時
に
は
大
き
な
音
を
極
力
発
生
し
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

設
置
さ
れ
て
い
る
冷
凍
機(

空
調
機)

は
、
福
島
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
の
騒

音
指
定
施
設
に
該
当
し
て
い
る
が
、
現
在
未
届
出
の
た
め
、
い
わ
き
市
環
境
監
視
セ
ン
タ
ー
に
相

談
の
上
、
適
切
に
届
出
す
る
こ
と
。

ま
た
、
一
定
規
模
以
上
の
送
風
機(

排
風
機
、
室
外
機
等)

は
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
特
定
施

設
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
当
該
施
設
を
設
置
す
る
場
合
は
、
設
置
着
手
三
十
日
前
に

右
記
冷
凍
機
と
同
様
に
適
切
に
届
出
す
る
こ
と
。

２

そ
の
他

周
辺
住
民
か
ら
苦
情
が
申
し
立
て
ら
れ
た
場
合
は
、
申
立
人
及
び
関
係
機
関
の
指
導
等
に
誠
意

を
持
っ
て
対
処
し
、
迅
速
な
解
決
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
。

(

商
業
ま
ち
づ
く
り
課)

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
五
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
二

十
一
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち

づ
く
り
課
、
福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
商

工
観
光
部
商
工
労
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
好
間
店

福
島
県
い
わ
き
市
好
間
町
下
好
間
字
鬼
越
百
八
番
地
ほ
か

二

法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
県
の
意
見
の
概
要

意
見
な
し
。

(

商
業
ま
ち
づ
く
り
課)

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
六
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
二

十
一
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち

づ
く
り
課
、
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
福
島
市
総
務
部

情
報
管
理
課
市
民
情
報
室
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

(

仮
称)

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
福
島
南
店

福
島
県
福
島
市
太
平
寺
字
児
子
塚
四
十
三
番
地
六
ほ
か

二

法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
県
の
意
見
の
概
要

意
見
な
し
。

(

商
業
ま
ち
づ
く
り
課)

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号

計
量
法(

平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号)

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
計
量
器
の
定
期

検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。
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県
道
郡
山

大
越
線

路
線
名

郡
山
市
下
白
岩
町
字
中
木

田
四
五
番
地
先
か
ら

同

市
白
岩
町
字
福
田
四

二
四
番
地
先
ま
で

区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

一
〇
・
〇
〜

二
一
・
〇

九
・
五
〜

二
一
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

六
二
五
・
〇

六
二
五
・
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

計
量
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
が
指
定
し
た
場
所
で
実
施
す
る
検
査

検
査
区
域

対
象
と
な
る
特
定
計
量
器

検
査
の
期
日
及
び
時
間

検

査

場

所

東
白
川
郡
矢
祭

非
自
動
は
か
り(

計
量
法

九
月
一
日

矢
祭
町
山
村
開
発

町

施
行
令(

平
成
五
年
政
令

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

セ
ン
タ
ー

第
三
二
九
号)

第
五
条
第

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
以
下
同

九
月
二
日

同

じ
。)

、
分
銅
及
び
お
も

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら

り

午
前
一
一
時
三
〇
分
ま

で

同

郡
塙
町

九
月
二
日

塙
町
公
民
館

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

九
月
三
日

同

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら

午
前
一
一
時
三
〇
分
ま

で

同

郡
鮫
川

九
月
八
日

鮫
川
村
公
民
館

村

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

同

郡
棚
倉

九
月
九
日

棚
倉
町
役
場

町

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

九
月
一
〇
日

同

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら

午
前
一
一
時
三
〇
分
ま

で

右
に
掲
げ
る
町

右
の
特
定
計
量
器
で
、
右

九
月
一
一
日
か
ら
一
〇
月

福
島
県
計
量
検
定

村

の
検
査
を
受
け
な
か
っ
た

九
日
ま
で(

土
曜
日
、
日

所

も
の

曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除

く
。)午

前
一
〇
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

二

特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則(

平
成
五
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
号)

第
三
十
九
条
第
一
項
に
規

定
す
る
検
査
場
所
で
実
施
す
る
検
査

検

査

区

域

対
象
と
な
る
特
定
計
量
器

検

査

の

期

日

東
白
川
郡
棚
倉
町
、
同

非
自
動
は
か
り
、
分
銅
及
び
お
も
り

一
一
月
二
日
か
ら
一
二
月
二

郡
矢
祭
町
、
同
郡
塙
町

二
日
ま
で(

土
曜
日
、
日
曜

及
び
同
郡
鮫
川
村

日
及
び
祝
祭
日
を
除
く
。)

(

計
量
検
定
所)

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
八
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
県
中
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
四
百
七
十
九
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
県
中
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
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県
道
矢
吹

小
野
線

路
線
名

県
道
郡
山

矢
吹
線

路
線
名

石
川
郡
玉
川
村
大
字
吉
字

畑
中
七
九
番
一
地
先
か
ら

同

郡
石
川
町
大
字
母
畑

字
牛
沼
一
六
七
番
八
地
先

ま
で 区

間

郡
山
市
喜
久
田
町
字
松
ケ

作
一
六
番
七
五
地
先
か
ら

同

市
喜
久
田
町
字
菖
蒲

池
二
二
番
二
三
〇
地
先
ま

で
区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

一
〇
・
五
〜

一
四
八
・
〇

一
〇
・
五
〜

一
七
六
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

一
〇
・
〇
〜

二
五
・
六

七
・
〇
〜

一
三
・
六

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

三
、
二
二
〇
・
〇

三
、
二
二
〇
・
〇

延

長

(
メ
ー
ト
ル)

二
一
六
・
〇

二
〇
〇
・
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

一
般
国
道
二
八
九
号

路

線

名

県
道
矢
吹
小
野
線

路

線

名

公

告
南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
本
町
甲
七
六
番
地
先

か
ら

同

郡
同

町
田
島
字
大
坪
六
〇
番
一
地
先

ま
で 供

用

開

始

の

区

間

石
川
郡
玉
川
村
大
字
吉
字
畑
中
七
九
番
一
地
先
か

ら同

郡
石
川
町
大
字
母
畑
字
牛
沼
一
六
七
番
八
地

先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
二
一
年
七
月

三
一
日

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
一
年
八
月

四
日

供
用
開
始
の
期
日

る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
県
中
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
県
中
建

設
事
務
所
で
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
二
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
南
会
津

建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
計
画
課)

公
告
第
四
百
二
十
三
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
西
会
津
ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
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三

代
表
者
の
氏
名

齋
藤

孔
男

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
耶
麻
郡
西
会
津
町
野
沢
字
桜
木
前
乙
百
七
十
四
番
地
四

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
西
会
津
地
域
及
び
住
民
に
対
し
て
、
町
の
環
境
整
備
支
援
、
活
動
団
体
・
グ
ル
ー

プ
支
援
等
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
各
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
役
割
を
果
た
し
、

西
会
津
町
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
振
興
課)

公
告
第
四
百
二
十
四
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
改
良
区
の
清
算
人
が
退
任
し
た
旨
届
出
が

あ
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

土
地
改
良
区
の
名
称

清
算
法
人
塙
町
土
地
改
良
区

退
任
し
た
清
算
人

役
別

氏
名

住
所

清
算
人

菊
池
田
津
雄

東
白
川
郡
塙
町
大
字
上
石
井
字
若
宮
七
一
番
地

同

神
永

一
之

同

郡
同
町
大
字
塙
字
柳
町
三
番
地
六

同

白
石

健
一

同

郡
同
町
大
字
川
上
字
花
園
四
三
番
地

同

緑
川

豊

同

郡
同
町
大
字
真
名
畑
字
雑
保
内
一
〇
番
地

同

鈴
木

清
一

同

郡
同
町
大
字
伊
香
字
高
野
里
一
一
一
番
地

同

滑
川

隆
男

同

郡
同
町
大
字
常
世
中
野
字
北
沢
一
〇
三
番
地
一

同

鈴
木

昭
雄

同

郡
同
町
大
字
片
貝
字
殿
畑
六
〇
番
地

同

�
池

基
文

同

郡
同
町
大
字
上
石
井
字
若
宮
四
二
番
地

(

農
村
計
画
課)

公
告
第
四
百
二
十
五
号

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例(

昭
和
三
十
五
年
福
島
県
条
例
第
十
九
号)

第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
住
宅
等
及
び
共
同
施
設
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
募
集
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

県
営
住
宅
等
及
び
共
同
施
設(

会
津
地
区
及
び
い
わ
き
地
区)

の
概
要

１

会
津
地
区

一�

所
在
地

会
津
若
松
市
及
び
喜
多
方
市

二�

団
地
数

一
五
団
地

三�

棟
数

八
八
棟

四�

管
理
戸
数

一
、
二
八
四
戸

五�

駐
車
場
区
画
数

一
、
〇
八
四
区
画

２

い
わ
き
地
区

一�

所
在
地

い
わ
き
市

二�

団
地
数

三
六
団
地

三�

棟
数

二
〇
一
棟

四�

管
理
戸
数

二
、
五
七
八
戸

五�

駐
車
場
区
画
数

二
、
三
九
四
区
画

二

指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

１

入
居
者
の
公
募
に
関
す
る
こ
と
。

２

入
居
者
へ
の
指
導
及
び
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

３

家
賃
及
び
使
用
料
の
収
納
に
関
す
る
こ
と
。

４

県
営
住
宅
等
及
び
共
同
施
設
の
維
持
修
繕
に
関
す
る
こ
と
。

５

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

三

指
定
管
理
者
の
指
定
予
定
期
間

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で(

五
年
間)

四

業
務
に
係
る
経
費

業
務
に
係
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
県
は
、
指
定
管
理
者
に
委
託
料
を
支
払
う
。

五

申
請
の
資
格

福
島
県
内
に
本
店
、
支
店
、
営
業
所
、
事
業
所
等(

支
店
、
営
業
所
、
事
業
所
等
に
つ
い
て
は
、

契
約
権
限
が
あ
る
も
の
に
限
る
。)

を
置
く
法
人
そ
の
他
の
団
体(

以
下｢

法
人
等｣

と
い
う
。)

で
あ
っ
て
、
募
集
要
項
に
示
す
条
件
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

六

申
請
の
手
続

１

募
集
要
項
の
配
布

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
募
集
要
項
を
配
布
す
る
。

一�

配
布
期
間

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日(

金)

か
ら
同
年
九
月
三
十
日(

水)

ま
で(

土
曜
日
、
日

曜
日
及
び
同
月
二
十
一
日(

月)

か
ら
同
月
二
十
三
日(

水)

ま
で
を
除
く
。)

の
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

二�

配
布
場
所

九
に
掲
げ
る
問
い
合
わ
せ
先
、
福
島
県
会
津
若
松
建
設
事
務
所
行
政
課
、
福
島
県
喜
多
方
建

設
事
務
所
行
政
課
及
び
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
行
政
課
で
配
布
す
る
。

な
お
、
福
島
県
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
cm
s.pref.fukushim

a.jp/)

か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

募
集
説
明
会

平
成
二
十
一
年
八
月
十
一
日(

火)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
福
島
県
庁
本
庁
舎
二
階
二
〇
一
会

議
室(

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号)

に
お
い
て
募
集
説
明
会
を
行
う
の
で
、
参
加
希
望

者
は
、
募
集
説
明
会
の
前
日
ま
で
に
九
に
掲
げ
る
問
い
合
わ
せ
先
へ
参
加
申
込
書
を
持
参
、
郵
送
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福
島
県
病
院
局

七
〇
三

ペ
ー
ジ

下 上 段

一
八

後
ろ
か

ら
一
六

後
ろ
か

ら
四 行

大
内

善
男

伊
東

幸
吉

齋
藤

義
光

正

大
内

義
男

伊
藤

幸
吉

齋
藤

善
光

誤

又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
募
集
説
明
会
に
参
加
し
な
い
場
合
で
も
、
指
定

管
理
者
の
応
募
は
可
能
で
あ
る
。

３

質
問
書

県
営
住
宅
等
及
び
共
同
施
設
の
指
定
管
理
者
の
募
集
に
関
し
疑
義
が
あ
る
と
き
は
、
次
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
質
問
書
を
提
出
し
、
回
答
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一�

提
出
期
間

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

(

金)

か
ら
同
年
九
月
三
十
日

(

水)

ま
で

(

土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
同
月
二
十
一
日(

月)

か
ら
同
月
二
十
三
日(

水)

ま
で
を
除
く
。)

の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

二�

提
出
方
法

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
又
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
九
に
掲
げ
る
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
提
出
す
る
こ
と
。

三�

回
答
方
法

質
問
者
及
び
募
集
説
明
会
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
法
人
等
に
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

又
は
電
子
メ
ー
ル
で
回
答
す
る
。

４

申
請
書
等
の
提
出

指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
等
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
定
管
理

者
指
定
申
請
書
等
を
提
出
す
る
こ
と
。

一�

提
出
書
類

指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
及
び
事
業
計
画
書
そ
の
他
の
募
集
要
項
に
定
め
る
添

付
書
類

二�

提
出
部
数

一
部

三�

提
出
期
間

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

(
金)
か
ら
同
年
九
月
三
十
日

(

水)

ま
で

(

土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
同
月
二
十
一
日(

月)

か
ら
同
月
二
十
三
日(

水)

ま
で
を
除
く
。)

の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

四�

提
出
方
法

九
に
掲
げ
る
問
い
合
わ
せ
先
に
持
参
又
は
郵
送
を
す
る
こ
と(

郵
送
に
よ
る
場

合
に
は
、
書
留
郵
便
に
よ
る
も
の
と
し
、
三�
に
掲
げ
る
提
出
期
間
内
に
必
着
の
こ
と
。)

。

七

指
定
管
理
者
の
指
定

福
島
県
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
十
六
年
福
島
県
条
例

第
六
十
八
号)

第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
基
づ
き
総
合
的
に
審
査
し
、
最
も
適
当
と
認
め
る
法

人
等
を
指
定
管
理
者
の
候
補
団
体
と
し
て
選
定
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
す
る
。

八

そ
の
他

詳
細
は
、
募
集
要
項
に
よ
る
。

九

問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
土
木
部
建
築
総
室
建
築
住
宅
課(

福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号

福
島
県
庁
西
庁
舎
四
階

電
話
〇
二
四
―
五
二
一
―
七
五
一
九
、
七
五
二
九

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
〇
二
四
―
五
二
一
―
七
九
五

五

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スkenchikujuutaku@

pref.fukushim
a.jp)

(

建
築
住
宅
課)

公
告
第
９
号

平
成
21年
度
福
島
県
病
院
局
育
休
任
期
付
職
員
(看
護
師
及
び
助
産
師
)
採
用
候
補
者
登
録
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
｡

平
成
21年
７
月
31日

福
島
県
病
院
事
業
管
理
者

�
地
英
夫

１
試
験
を
実
施
す
る
職
種

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
(平
成
３
年
法
律
第
110号

)
第
６
条
第
１
項
第
１

号
の
規
定
に
よ
る
任
期
を
定
め
て
採
用
す
る
職

２
登
録
予
定
人
員

看
護
師
15名
程
度

助
産
師
２
名
程
度

３
試
験
期
日

平
成
21年
10月
４
日
(日
)

４
受
験
申
込
受
付
期
間

平
成
21年
７
月
31日

(金
)
か
ら
同
年
９
月
28日

(月
)
ま
で

５
受
付
窓
口
及
び
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
病
院
局
病
院
総
務
課
(福
島
市
中
町
８
番
２
号
電
話
(024)

521-7226)
(病
院
総
務
課
)

正

誤

○
平
成
二
十
年
十
一
月
十
四
日
付
け
定
例
第
二
千
三
十
一
号
中
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